
取組に関する確認・周知
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重信川流域治水協議会
重信川大規模氾濫に関する減災対策協議会
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１．関係機関との情報共有体制の確認

２．水害対応タイムラインの確認

３．流域タイムライン作成とWeb会議ツール活用について

４．流域治水に関する取組について

５．流域治水対策等の主な支援事業集（令和７年４月更新）

６．水害リスク情報の活用促進について
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関係機関との情報連絡体制の確認

①減災対策協議会構成員及び幹事会構成員の連絡先共有
・ 堤防が破堤した場合等、重要な情報が確実に伝達されるよう、市町村も含め、減災対策協議機会の構成員に
おける情報共有体制の確認を行います。（なお、下記の連絡先一覧は、協議会では添付いたしません。）
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令和７年度　重信川大規模氾濫に関する減災対策協議会　構成員名簿（連絡体制名簿）
令和７年４月１日現在

機関名 役職 担当課長等役職 担当者役職 担当者氏名 担当者メールアドレス

愛媛県土木部
　河川港湾局

河川課長 永木　洋平 主幹 板橋　弘和
河川課
防災係長

松田　幸樹 m.c.d.s.kouking@gmail.com 912-2672 948-1475 790-8570 松山市一番町4-4-2

愛媛県
　中予地方局

　地域産業振興部

地域産業
振興部長

高村　靖 防災対策室長 石河　一郎
総務県民課防災対策室
防災対策係長

渡部　真也 chu-soumu@pref.ehime.lg.jp 909-8750 913-1140 790-8502 松山市北持田町132

愛媛県
　中予地方局
　　建設部

建設部長 坂井　克巳 河川砂防課長 田口　真
河川砂防課
担当係長

和田　岳史
chu-kasensabo@pref.ehime.lg.jp
wada-takeshi@pref.ehime.lg.jp

909-8774 921-4990 790-8502 松山市北持田町132

愛媛県警察本部 警備部長 村上　靖志 警備課長 池田　哲也
警備課災害対策室
災害対策係長

中村　幸雄 keibi@police.pref.ehime.jp 934-0110 934-0152 790-8573 松山市南堀端町2-2

松山東警察署 署長 髙橋　良作 警備課長 西﨑　信哉
警備課
警備上席係長

露口　哲也 （県警本部 警備課 様　より展開いただく943-0110
943-0110
(切替え）

790-8551 松山市勝山町2-13-2

松山西警察署 署長 別府　聡憲 警備課長 古田　康輔
警備課
警備上席係長

宮﨑　聖平 952-0110
952-0110
(切替え）

790-8052 松山市須賀町5-36

松山南警察署 署長 池内　良樹 警備課長 森　勇人
警備課
警備係長

尾崎　洋平 958-0110
958-0110
(切替え）

790-1104 松山市北土居3-6-17

伊予警察署 署長 曽我　龍哉 警備課長 山本　強
警備課
警備上席係長

矢野　昭平 982-0110
982-0110
(切替え）

799-3111 伊予市下吾川960

防災危機管理部
危機管理課長

長谷川　深
危機管理課
主幹

川本　慎一 kikikanri@city.matsuyama.lg.jp 948-6793 934-1813
790-
8571

松山市二番町4-7-2

都市整備部
道路河川管理課
河川水路担当課長

直野　慎平
道路河川整備課
副主幹

神野　斎
dourokasen-
kanri@city.matsuyama.lg.jp
jin-no@city.matsuyama.lg.jp

948-6521 934-1213
790-
8571

松山市二番町4-7-2

総務部
危機管理課長

池田　誠
危機管理課
課長補佐

坪内　悟 kikikanri@city.iyo.lg.jp 982-1218 983-3681
799-
3193

伊予市米湊820

産業建設部
土木管理課長

武智　　博
土木管理課
課長補佐

神東　利明 dobokukanri@city.iyo.lg.jp 983-1748 982-1234
799-
3193

伊予市米湊820

総務部
危機管理課長

橋本　剛 危機管理官 宮﨑　良樹 kikikanri@city.toon.lg.jp 964-4483 964-1609 791-0292 東温市見奈良530-1

産業建設部
建設課長

大森　泰 課長補佐 渡部　直樹 kensetu@city.toon.lg.jp 964-4472 964-4447 791-0292 東温市見奈良530-1

総務部
危機管理課長

金子　裕之
危機管理課
課長補佐

米湊　みのり 336kiki@town.masaki .lg.jp 989-5103 985-4148 791-3192 松前町筒井631

産業建設部
まちづくり課長

大政　邦弘
まちづくり課
課長補佐

大西　貴佳 234doboku@town.masaki. lg. jp 985-4123 985-4147 791-3192 〃

総務課
危機管理室長

穂積　邦雄
総務課
危機管理室 防災対策係長

城戸　慎也 bosai@town.tobe.lg.jp 962-6110 962-4277 791-2195 砥部町宮内1392

建設課長 門田　作
建設課
土木係長

村上　浩二
murakamiko@town.tobe.lg.jp
065kensetsu@town.tobe.lg.jp

962-6010 962-4277 791-2195 砥部町宮内1392

国土交通省
国土地理院
四国地方測量部

四国地方測量
部長

大坂　和博
防災・地理空間情
報管理官

宮本　歩
防災・地理空間情報管理
官

宮本　歩 gsi-bosai-08-si@gxb.mlit.go.jp
087-811-
1901

087-811-
1920

760-0019
高松市サンポート3-33
高松サンポート合同庁舎南
館5階

水害対策気象官 田村　貴幸 t_tamura@met.kishou.go.jp

流域治水対策係長 佐藤　信 satou_shin@met.kishou.go.jp

副所長（河川） 中塚　光

工務第一課長 吉村　匡

河川管理課長 山崎　元司

重信川出張所長 藤澤　芳信

石手川ダム
　管理支所長

田村　剛

吉村　匡

二神　彩

滝口　央基

yoshimura-m8816@mlit.go.jp

futagami-a8810@mlit.go.jp

takiguchi-o88uf@mlit.go.jp

972-0206 972-8105 790-8574 松山市土居田町797-2

933-3610 943-6250 790-0873 松山市北持田町102

国土交通省
松山河川国道
事務所

事務所長 蓜島　洋伸

工務第一課長

工務第一課
専門官

工務第一課
係員

田村　貴幸

松前町 松前町長 田中　浩介

砥部町 砥部町長 古谷　崇洋

気象庁
松山地方気象台

台長 高見　佳浩 水害対策気象官

伊予市 伊予市長 武智　邦典

東温市 東温市長 加藤　章

住所
氏名 課長等氏名

松山市 松山市長 野志　克仁

協議会構成員 幹事会構成員 担当者
TEL FAX 郵便番号



関係機関との情報連絡体制の確認

②ホットラインの実施ルートの複数化

【現行】
 《河川管理者》  《自治体》

（国の場合） 事務所長 ⇒ 市長・町長 （この1ラインのみ設
定）

■課題
・ 複数破堤が発生した場合、関係市町へ事務所長のみでのホットラインは困難
・ 市長・町長につながらない場合の対応が考慮されていない

【提案】
《河川管理者》  《自治体》

第1HL ： 事務所長 ⇒ 市長・町長
第2HL ： 副所長 ⇒ 副市長、助役、防災担当部長等

■提案
・ 国側も複数化を行うとともに、自治体においても、首長のみではなく、首長と連絡
が取れる役職の方を事前に登録。（場合によっては、副所長から市長・町長、所長
から副市長等も想定）

・ 第1ホットライン、第2ホットラインとして設定して共有。

※ホットラインは携帯電話への連絡のため、別途連絡表を作成

・ 同時多発的な洪水が発生した場合など、ホットラインによる市町長への情報提供のすべてを事務所長のみで
実施することが困難となる場合を想定して、ホットラインの複数ルート化の設定を行います。
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関係機関との情報連絡体制の確認

④水防団からの氾濫発生、堤防決壊及び決壊につながる情報の入手経路確認
■水防団からの情報入手ルート及び情報伝達に関する確認

水防団による
堤防決壊等の発見

水防管理団体
（市町）

河川管理者
（国土交通省）

◇情報入手経路（想定）

河川管理者による洪水
警報による周知

・ 堤防の決壊等を水防団等が発見した場合に、速やかに河川管理者とも情報共有がなされるよう、水防管理団体
との連絡体制について、確認させていただきます。（氾濫発生情報の発信に必要な情報です。）
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１．関係機関との情報共有体制の確認

２．水害対応タイムラインの確認

３．流域タイムライン作成とWeb会議ツール活用について

４．流域治水に関する取組について

５．流域治水対策等の主な支援事業集（令和７年４月更新）

６．水害リスク情報の活用促進について

確認及び周知項目
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6

現在（R4出水期からの運用）



台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、重信川直轄河川管理区間沿川における
松山市の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

住民等松山市気象・水象情報

○ホットライン

◇大雨警報・洪水警報発表
【警戒レベル３相当情報】

○台風に関する地方気象台説明
会

氾濫発生

※時間経過は基本方針の出合地点計画高水決定洪水ハイドログラフを参考。

○施設（ダム・水門・排水機場等）の
点検・操作確認

○リエゾンの派遣

○災害対策機械の派遣

-72h

-48h

-24h

-2h

0h

◇大雨特別警報発表
【警戒レベル５相当情報】

○災害対策用資機材・復旧資機材等
の確保

○リエゾン体制の確認
○協力機関の体制確認

○特別巡視（出動）

-1h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○避難の準備（高齢者等）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請
（防災エキスパート等）

○被害状況の把握 （ヘリコプター
等による迅速な状況把握）
○TEC-FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発
表等のタイミングについては、
地域・事象によって、異なります。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

◇台風に関する愛媛県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表
【警戒レベル２情報】

○台風に関する気象庁記者会見

○ホットライン（松山地方気象台）

R7.5.20現在

○特別巡視（準備）

-3h

○防災無線、登録制
メール等による高齢
者等避難の受信

◇台風予報（全般台風情報、経路図）

水系名：重信川
河川名：重信川

松山河川事務所

河川 ダム

○洪水警戒態勢の通知
○放流開始の通知

○予測最大放流増加の通知
○ダム操作に関する重要情報

○洪水調節開始の情報

○緊急時のダム操作に関する事
前通知
○流入量ピーク

○緊急のダム操作開始

○緊急のダム操作終了の情報

○洪水調節終了の情報

○洪水警戒態勢解除の情報

○ホットライン

○防災無線、緊急速
報メール等による避
難指示の受信

○防災無線、緊急速
報メール等による緊
急安全確保の受信

※このタイムラインは、行動の目安であり、災害の規模や被害状況等により、前後、または、変更する場合があ
る。

○緊急速報メール

○消防団への出動指示

災害警戒本部設置

○職員配備

○水防資器材の準備

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所開設

○必要に応じ、助言の要請

○雨量、河川情報等の収集

○警戒体制の確認等

○地下街、要配慮者施設等への情報伝達

○消防団等への注意喚起

○水害対策

○消防署員・消防団等による河川巡視

○被害情報の収集・分析・予測（解析）

○地下街、要配慮者施設等への情報伝達

○広報車両・人員の手配

○県など関係機関との連絡調整

○避難者への食料・物資等の支援

時系列に関わらず、

予想される災害の規模や被害状況等により
災害対策本部（第１、第２、第３配備）設置

○災害対策機械の派遣要請

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

○避難所施設管理者・開設要員への事前連絡

○地下街、要配慮者施設等への情報伝達

○避難所追加開設

災害対策本部（第１次配備）設置

○県など関係機関との連絡調整

○防災行政無線、登録制メール等による情報の伝達

○防災行政無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○防災行政無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○防災行政無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○防災行政無線・登録制メール等による注意喚起

緊急復旧、堤防調査委員会設置

※台風最接近

宅地への浸水発生

氾濫注意水位（レベル２）到達
出合水位観測所（水位３．０ｍ）

避難判断水位（レベル３）到達
出合水位観測所（水位４．６m）

氾濫危険水位（レベル４）到達
又は氾濫する可能性のある水位

(6.69m)到達を２時間先までに予測
出合水位観測所（水位５．１m）

洪水予報（氾濫注意情報）
【警戒レベル２相当情報】

洪水予報（氾濫警戒情報）
【警戒レベル３相当情報】

洪水予報（氾濫危険情報）
【警戒レベル４相当情報】

水防警報（出動）

計画高水位到達
出合水位観測所（水位5.94m）

水防警報（待機・準備）水防団待機水位到達
出合水位観測所（水位２．０m）

洪水予報（氾濫発生情報）
【警戒レベル５相当情報】

避難対象地区へ警戒レベル３高齢者等避難発令

避難対象地区へ警戒レベル４ 避難指示発令

避難対象地区へ警戒レベル５ 緊急安全確保発令

高齢者等避難開始

全員避難開始

命を守る最善の行動

○消防団への準備指示

○消防団への待機指示

◇洪水警報の危険度分布
（重信川警戒）

【警戒レベル３相当情報】

○漏水重点監視

○緊急速報メール

災害対策本部（第２次配備）設置

○住民相互の声掛け
による避難
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台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、重信川直轄河川管理区間沿川における
東温市の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

住民等東温市気象・水象情報

○ホットライン

◇大雨警報・洪水警報発表
【警戒レベル３相当情報】

○台風に関する地方気象台説明
会

氾濫発生

※時間経過は基本方針の出合地点計画高水決定洪水ハイドログラフを参考。

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○リエゾンの派遣

○災害対策機械の派遣

-72h

-48h

-24h

-2h

0h

◇大雨特別警報発表
【警戒レベル５相当情報】

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○特別巡視（出動）

-1h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○避難の準備（高齢者等）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○被害状況の把握 （ヘリコプター等による迅速な状況把握）
○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発
表等のタイミングについては、
地域・事象によって、異なります。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

◇台風に関する愛媛県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表
【警戒レベル２情報】

○台風に関する気象庁記者会見

○ホットライン（松山地方気象台）

○特別巡視（準備）

-3h

○防災無線、登録制
メール等による高齢
者等避難の受信

◇台風予報（全般台風情報、経路図）

水系名：重信川
河川名：重信川

松山河川事務所

○ホットライン

○防災無線、緊急速
報メール等による避
難指示の受信

○防災無線、緊急速
報メール等による緊
急安全確保の受信

※このタイムラインは、行動の目安であり、災害の規模や被害状況等により、前後、または、変更する場合があ
る。

○緊急速報メール

○職員配備

○水防資器材の準備
○雨量、河川情報等の収集

○警戒体制の確認等

○消防団等への注意喚起

○水害対策

○消防署員・消防団等による河川巡視

○被害情報の収集・分析・予測（解析）

○県など関係機関との連絡調整

○避難者への食料・物資等の支援

○災害対策機械の派遣要請

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

○河川氾濫の住民への周知

○大雨特別警報の住民への周知

緊急復旧、堤防調査委員会設置

※台風最接近
宅地への浸水発生

氾濫注意水位（レベル２）到達
出合水位観測所（水位３．０ｍ）

避難判断水位（レベル３）到達
出合水位観測所（水位４．６m）

洪水予報（氾濫注意情報）
【警戒レベル２相当情報】

洪水予報（氾濫警戒情報）
【警戒レベル３相当情報】

洪水予報（氾濫危険情報）
【警戒レベル４相当情報】

水防警報（出動）

計画高水位到達
出合水位観測所（水位5.94m）

水防警報（待機・準備）水防団待機水位到達
出合水位観測所（水位２．０m）

洪水予報（氾濫発生情報）
【警戒レベル５相当情報】

避難対象地区へ警戒レベル３
高齢者等避難発令

避難対象地区へ警戒レベル４ 避難指示発令

避難対象地区へ警戒レベル５ 緊急安全確保発令

高齢者等避難開始

全員避難開始

命を守る最善の行動

◇洪水警報の危険度分布
（重信川警戒）

【警戒レベル３相当情報】

○漏水重点監視

○緊急速報メール

○漏水・侵食情報提供

事前配備

○避難所の選定、施設管理者への連絡、開設要員の配置

○広報車両・人員の手配、防災行政無線・公民館放送等の手配と
広報の実施
○要配慮者施設等に避難準備情報伝達

○必要に応じ、助言の要請

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所開設

災害警戒本部設置

○地階を有する施設等に避難勧告等伝達

○避難者への食料・物資等の支援

○県など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

○県など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

○自宅保全

○防災無線、携帯メール等による
避難準備情報の受信

○避難の準備（要配慮者以外）

氾濫危険水位（レベル４）到達
又は氾濫する可能性のある水位

(6.69m)到達を２時間先までに予測
出合水位観測所（水位５．１m）

R7.5.20現在

8



台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、重信川直轄河川管理区間沿川における
伊予市の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

住民等伊予市気象・水象情報

○ホットライン

◇大雨警報・洪水警報発表
【警戒レベル３相当情報】

○台風に関する地方気象台説明
会

氾濫発生

※時間経過は基本方針の出合地点計画高水決定洪水ハイドログラフを参考。

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○リエゾンの派遣

○災害対策機械の派遣

-72h

-48h

-24h

-2h

0h

◇大雨特別警報発表
【警戒レベル５相当情報】

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○特別巡視（出動）

-1h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○避難の準備（高齢者等）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○被害状況の把握 （ヘリコプター等による迅速な状況把握）
○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発
表等のタイミングについては、
地域・事象によって、異なります。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

◇台風に関する愛媛県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表
【警戒レベル２情報】

○台風に関する気象庁記者会見

○ホットライン（松山地方気象台）

○特別巡視（準備）

-3h

○防災無線、登録制
メール等による高齢
者等避難の受信

◇台風予報（全般台風情報、経路図）

水系名：重信川
河川名：重信川

松山河川事務所

○ホットライン

○防災無線、緊急速
報メール等による避
難指示の受信

○防災無線、緊急速
報メール等による緊
急安全確保の受信

※このタイムラインは、行動の目安であり、災害の規模や被害状況等により、前後、または、変更する場合があ
る。

○緊急速報メール

緊急復旧、堤防調査委員会設置

※台風最接近
宅地への浸水発生

氾濫注意水位（レベル２）到達
出合水位観測所（水位３．０ｍ）

避難判断水位（レベル３）到達
出合水位観測所（水位４．６m）

洪水予報（氾濫注意情報）
【警戒レベル２相当情報】

洪水予報（氾濫警戒情報）
【警戒レベル３相当情報】

洪水予報（氾濫危険情報）
【警戒レベル４相当情報】

水防警報（出動）

計画高水位到達
出合水位観測所（水位5.94m）

水防警報（待機・準備）水防団待機水位到達
出合水位観測所（水位２．０m）

洪水予報（氾濫発生情報）
【警戒レベル５相当情報】

避難対象地区へ警戒レベル３
高齢者等避難発令

避難対象地区へ警戒レベル４ 避難指示発令

避難対象地区へ警戒レベル５ 緊急安全確保発令

高齢者等避難開始

全員避難開始

命を守る最善の行動

◇洪水警報の危険度分布
（重信川警戒）

【警戒レベル３相当情報】

○漏水重点監視

○緊急速報メール

○漏水・侵食情報提供

○自宅保全

○職員配備○雨量、河川情報等の収集○水防資器材の準備

○消防団等への注意喚起
○警戒体制の確認等

○消防団への待機指示
○県など関係機関との連絡調整

災害対策本部設置

○水害対策 ○消防団への待機指示
○被害情報の収集・分析・予測（解析）
○消防署員・消防団等による河川巡視
○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○必要に応じ、助言の要請

○避難所開設準備 ○消防団への出動指示
○防災行政無線・登録制メール等による注意喚起
○広報車両・人員の手配
○避難所開設

○防災行政無線・登録制メール等による情報の伝達
○地階を有する施設、要配慮者施設等への情報伝達

○県など関係機関との連絡調整

○防災行政無線・登録制メール等による情報の伝達
○地階を有する施設、要配慮者施設等への情報伝達
○避難者への食料・物資等の支援

○防災行政無線・登録制メール等による情報の伝達
○地階を有する施設、要配慮者施設等への情報伝達
○災害対策機械の派遣要請 ○避難所追加開設

○防災行政無線・登録制メール等による情報の伝達
○地階を有する施設、要配慮者施設等への情報伝達

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

氾濫危険水位（レベル４）到達
又は氾濫する可能性のある水位

(6.69m)到達を２時間先までに予測
出合水位観測所（水位５．１m）

R7.5.20現在

9



台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、重信川直轄河川管理区間沿川における
松前町の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

住民等松前町気象・水象情報

○ホットライン

◇大雨警報・洪水警報発表
【警戒レベル３相当情報】

○台風に関する地方気象台説明
会

氾濫発生

※時間経過は基本方針の出合地点計画高水決定洪水ハイドログラフを参考。

○施設（ダム・水門・排水機場等）の
点検・操作確認

○リエゾンの派遣

○災害対策機械の派遣

-72h

-48h

-24h

-2h

0h

◇大雨特別警報発表
【警戒レベル５相当情報】

○災害対策用資機材・復旧資機材
等の確保
○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○特別巡視（出動）

-1h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○避難の準備（高齢者等）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請（防災エ
キスパート等）

○被害状況の把握 （ヘリコプター等
による迅速な状況把握）
○TEC-FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発
表等のタイミングについては、
地域・事象によって、異なります。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

◇台風に関する愛媛県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表
【警戒レベル２情報】

○台風に関する気象庁記者会見

○ホットライン（松山地方気象台）

○特別巡視（準備）

-3h

○防災無線、登録制
メール等による高齢
者等避難の受信

◇台風予報（全般台風情報、経路図）

水系名：重信川
河川名：重信川

松山河川事務所

○ホットライン

○防災無線、緊急速
報メール等による避
難指示の受信

○防災無線、緊急速
報メール等による緊
急安全確保の受信

※このタイムラインは、行動の目安であり、災害の規模や被害状況等により、前後、または、変更する場合があ
る。

○緊急速報メール

緊急復旧、堤防調査委員会設置

※台風最接近
宅地への浸水発生

氾濫注意水位（レベル２）到達
出合水位観測所（水位３．０ｍ）

避難判断水位（レベル３）到達
出合水位観測所（水位４．６m）

洪水予報（氾濫注意情報）
【警戒レベル２相当情報】

洪水予報（氾濫警戒情報）
【警戒レベル３相当情報】

洪水予報（氾濫危険情報）
【警戒レベル４相当情報】

水防警報（出動）

計画高水位到達
出合水位観測所（水位5.94m）

水防警報（待機・準備）水防団待機水位到達
出合水位観測所（水位２．０m）

洪水予報（氾濫発生情報）
【警戒レベル５相当情報】

避難対象地区へ警戒レベル３
高齢者等避難発令

避難対象地区へ警戒レベル４ 避難指示発令

避難対象地区へ警戒レベル５緊急安全確保発令

高齢者等避難開始

全員避難開始

命を守る最善の行動

◇洪水警報の危険度分布
（重信川警戒）

【警戒レベル３相当情報】

○漏水重点監視

○緊急速報メール

○漏水・侵食情報提供

○自宅保全

○職員配備○雨量、河川情報等の収集○水防資器材の準備

○消防団等への注意喚起
○警戒体制の確認等

○消防団への待機指示
○県など関係機関との連絡調整

災害対策本部設置

○水害対策 ○消防団への待機指示
○被害情報の収集・分析・予測（解析）
○消防署員・消防団等による河川巡視
○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○必要に応じ、助言の要請

○避難所開設準備 ○消防団への出動指示
○防災行政無線・登録制メール等による注意喚起
○広報車両・人員の手配
○避難所開設

○防災行政無線・登録制メール等による情報の伝達
○地階を有する施設、要配慮者施設等への情報伝達

○県など関係機関との連絡調整

○防災行政無線・登録制メール等による情報の伝達
○地階を有する施設、要配慮者施設等への情報伝達
○避難者への食料・物資等の支援

○防災行政無線・登録制メール等による情報の伝達
○地階を有する施設、要配慮者施設等への情報伝達
○災害対策機械の派遣要請 ○避難所追加開設

○防災行政無線・登録制メール等による情報の伝達
○地階を有する施設、要配慮者施設等への情報伝達

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

河川 ダム

○洪水警戒態勢の通知
○放流開始の通知

○予測最大放流増加の通知
○ダム操作に関する重要情報

○洪水調節開始の情報

○緊急時のダム操作に関する事
前通知
○流入量ピーク

○緊急のダム操作開始

○緊急のダム操作終了の情報

○洪水調節終了の情報
○洪水警戒態勢解除の情報

氾濫危険水位（レベル４）到達
又は氾濫する可能性のある水位

(6.69m)到達を２時間先までに予測
出合水位観測所（水位５．１m）

R7.5.20現在

10



台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、重信川直轄河川管理区間沿川における
砥部町の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

松山河川事務所 住民等砥部町気象・水象情報

水防団待機水位到達
出合水位観測所（水位２．０m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位（レベル２）到達
出合水位観測所（水位３．０ｍ）

避難判断水位（レベル３）到達
出合水位観測所（水位４．６m）

洪水予報（氾濫注意情報）
【警戒レベル２相当情報】

洪水予報（氾濫警戒情報）
【警戒レベル３相当情報】

水防警報（出動）

○職員配備

○ホットライン

○水防資器材の準備

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所開設

宅地への浸水発生

洪水予報（氾濫発生情報）
【警戒レベル５相当情報】

高齢者等避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表
【警戒レベル３相当情報】

○台風に関する地方気象台説明
会

氾濫発生

※時間経過は基本方針の出合地点計画高水決定洪水ハイドログラフを参考。

○必要に応じ、助言の要請

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点検・操作確認

○雨量、河川情報等の収集

○リエゾンの派遣

○警戒体制の確認等

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○災害対策機械の派遣

-72h

-48h

-24h

-2h

0h

◇大雨特別警報発表
【警戒レベル５相当情報】

○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保

○リエゾン体制の確認

○協力機関の体制確認

○特別巡視（出動）

-1h

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○避難の準備（高齢者等）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請（防災エキスパート等）

○漏水・侵食情報提供

○被害状況の把握
（ヘリコプター等による迅速な状況把握）

○TEC-FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○消防団等への注意喚起

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

避難解除

※台風最接近

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発表等のタイミン
グについては、地域・事象によって、異なりま
す。

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○自宅保全

◇台風に関する愛媛県気象情報（随
時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表
【警戒レベル２情報】

○台風に関する気象庁記者会見

○ホットライン（松山地方気象台）

○特別巡視（準備） ○漏水調査指示
○水害対策

○消防署員・消防団等による河川巡視

-3h

○被害情報の収集・分析・予測（解析）

避難対象地区へ警戒レベル３
高齢者等避難発令

○防災行政無線、登
録制メール等による
避難情報の受信

○避難所の選定、施設管理者への連絡、開設要員の配置

○県など関係機関との連絡調整

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

全員避難開始

◇台風予報（全般台風情報、経路図）

水系名：重信川
河川名：重信川

○災害対策機械の派遣要請

命を守る最善の行動

時系列に関わらず、

予想される災害の規模や被害状況等により
災害対策本部（第１、第２、第３配備）設置

災害警戒本部設置

避難対象地区へ警戒レベル５緊急安全確保発令

洪水予報（氾戒危険情報）
【警戒レベル４相当情報】

避難対象地区へ警戒レベル４避難指示発令

○ホットライン

○緊急速報メール

○避難所追加開設

○防災行政無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○防災行政無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○防災行政無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○避難者への食料・物資等の支援

○防災行政無線、登録制メール等による情報の伝達

○要配慮者施設等への情報伝達

○県など関係機関との連絡調整

○防災行政無線、登
録制メール等による
避難情報の受信

○防災行政無線、緊
急速報メール等によ
る緊急安全確保の受
信

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○避難所施設管理者・開設要員への事前連絡

○防災行政無線、登録制メール等による注意喚起

○広報車両・人員の手配

計画高水位到達
出合水位観測所（水位5.94m）

※このタイムラインは、行動の目安であり、災害の規模や被害状況等により、前後、または、変更する場合があ
る。

◇洪水警報の危険度分布
（重信川警戒）

【警戒レベル３相当情報】

○漏水重点監視

○緊急速報メール

氾濫危険水位（レベル４）到達
又は氾濫する可能性のある水位

(6.69m)到達を２時間先までに予測
出合水位観測所（水位５．１m）

R7.5.20現在
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台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、重信川直轄河川管理区間沿川における
松山市の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

住民等松山市気象・水象情報

水防団待機水位到達
湯渡水位観測所（水位４．０m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位（レベル２）到達
湯渡水位観測所（水位４．９ｍ）

災害警戒本部設置

避難判断水位（レベル３）到達
湯渡水位観測所（水位５．３m）

水位到達情報（氾濫警戒情報）
【警戒レベル３相当情報】

氾濫危険水位（レベル４）到達
湯渡水位観測所（水位６．１m）

水位到達情報（氾濫危険情報）
【警戒レベル４相当情報】

水防警報（出動）

○職員配備

○ホットライン

○水防資器材の準備

宅地への浸水発生

高齢者等避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表
【警戒レベル３相当情報】

○台風に関する地方気象台説明
会

氾濫発生

※時間経過は基本方針の湯渡地点計画高水決定洪水ハイドログラフを参考。

○施設（ダム・水門・排水機場等）の
点検・操作確認

○雨量、河川情報等の収集

○リエゾンの派遣

○警戒体制の確認等

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○災害対策機械の派遣

-72h

-48h

-24h

-5h

0h

◇大雨特別警報発表
【警戒レベル５相当情報】

○災害対策用資機材・復旧資機材等
の確保

○リエゾン体制の確認
○協力機関の体制確認

○特別巡視（出動）

-2h

○CCTVによる監視強化

○ダム事前放流の指示・確認

【注意体制】

【警戒体制】

【非常体制】

○水門、樋門、排水機場等の操作

○応援体制の確認・要請
（防災エキスパート等）

○被害状況の把握 （ヘリコプター
等による迅速な状況把握）
○TEC-FORCEの活動
○被害状況・調査結果等の公表

○消防団等への注意喚起

避難解除

※台風最接近

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発
表等のタイミングについては、
地域・事象によって、異なります。

◇台風に関する愛媛県気象情報（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発表
【警戒レベル２情報】

○台風に関する気象庁記者会見

○特別巡視（準備） ○水害対策

○消防署員・消防団等による河川巡視

-3h

○被害情報の収集・分析・予測（解析）

○県など関係機関との連絡調整

全員避難開始

◇台風予報（全般台風情報、経路図）

水系名：重信川
河川名：石手川

○災害対策機械の派遣要請

命を守る最善の行動

松山河川事務所

河川 ダム

○洪水警戒態勢の通知
○放流開始の通知

○予測最大放流増加の通知

○ダム操作に関する重要情報

○洪水調節開始の情報

○緊急時のダム操作に関する事
前通知

○流入量ピーク

○緊急のダム操作開始

○緊急のダム操作終了の情報

○洪水調節終了の情報

○洪水警戒態勢解除の情報

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

時系列に関わらず、

予想される災害の規模や被害状況等により
災害対策本部（第１、第２、第３配備）設置

○避難所施設管理者・開設要員への事前連絡

○地下街、要配慮者施設等への情報伝達

災害対策本部（第１次配備）設置

○県など関係機関との連絡調整

○防災行政無線、登録制メール等による情報の伝達

○避難者への食料・物資等の支援

○ホットライン

○防災無線、登録制
メール等による高齢
者等避難の受信

○防災無線、緊急速
報メール等による避
難指示の受信

○防災無線、緊急速
報メール等による緊
急安全確保の受信

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

○避難所追加開設

○防災行政無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○地下街、要配慮者施設等に情報伝達

※このタイムラインは、行動の目安であり、災害の規模や被害状況等により、前後、または、変更する場合があ
る。

避難対象地区へ警戒レベル３高齢者等避難発令

避難対象地区へ警戒レベル４ 避難指示発令

避難対象地区へ警戒レベル５ 緊急安全確保発令

○地下街、要配慮者施設等への情報伝達

○防災行政無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○防災行政無線、緊急速報メール等による情報の伝達

計画高水位到達
湯渡水位観測所（水位7.1m）

水位到達情報（氾濫発生情報）
【警戒レベル５相当情報】

○消防団への出動指示

○避難所開設

○必要に応じ、助言の要請

○広報車両・人員の手配

○防災行政無線・登録制メール等による注意喚起

○消防団への準備指示

○消防団への待機指示

◇洪水警報の危険度分布
（石手川警戒）

【警戒レベル３相当情報】

○テレビ、ラジオ、インターネット等に
よる気象警報等の確認

○避難の準備（高齢者等）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○ハザードマップ等による避難所・避
難ルートの確認

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○ホットライン（松山地方気象台）

災害対策本部（第２次配備）設置

○住民相互の声掛け
による避難

R7.5.20現在
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住民等松山市気象・水象情報

水防団待機水位到達
湯渡水位観測所（水位４．０m）

水防警報（待機・準備）

氾濫注意水位（レベル２）到達
湯渡水位観測所（水位４．９ｍ）

災害警戒本部設置

避難判断水位（レベル３）到
達

湯渡水位観測所（水位５．３m）

氾濫危険水位（レベル４）到
達

湯渡水位観測所（水位６．１m）

○職員配備

○水防資器材の準備

宅地への浸水発生

高齢者等避難開始

◇大雨警報・洪水警報発表
【警戒レベル３相当情報】

○台風に関する地方気象台説明会

氾濫発生

○必要に応じ、助言の要請

○雨量、河川情報等の収集

○警戒体制の確認等

-72h

-48h

-24h

-5h

0h

◇大雨特別警報発表
【警戒レベル５相当情報】

-2h

【注意体制】

【警戒体制】

○消防団等への注意喚起

避難解除

※台風最接近

◇暴風警報発表

※気象・水象情報に関する発表
等のタイミングについては、地
域・事象によって、異なります。

◇大雨注意報・洪水注意報発表
【警戒レベル2情報】

○台風に関する気象庁記者会見

○水害対策

○消防署員・消防団等による河川巡視

○被害情報の収集・分析・予測（解析）

避難対象地区へ警戒レベル３高齢者等避難発令

○広報車両・人員の手配

○県、警察など関係機関との連絡調整

全員避難開始

◇台風予報（全般台風情報、経路図）

○災害対策機械の派遣要請

命を守る最善の行動

松山河川国道
事務所

（石手川ダム）

○洪水警戒体制の通知
○放流開始の通知

○予測最大放流増加の
通知

○ダム操作に関する重
要情報

○洪水調節開始の情報

○緊急のダム操作終了
の情報

○洪水調節終了の情報
○洪水警戒体制解除の

情報

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

時系列に関わらず、

予想される災害の規模や被害状況等により
災害対策本部（第１、第２、第３配備）設置

○避難所施設管理者・開設要員への事前連絡

○ホットライン（松山地方気象台）

○地下街、要配慮者施設等への情報伝達

災害対策本部（第１次配備）設置

○県など関係機関との連絡調整

○防災行政無線、登録制メール等による情報の伝達

○地下街、要配慮者施設等への情報伝達
○避難者への食料・物資等の支援

○防災無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○防災無線、登録制
メール等による高齢者
等避難の受信

○防災無線、緊急速報
メール等による避難指
示の受信

○防災無線、緊急速報
メール等による緊急安
全確保の受信

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や
連絡調整

○緊急のダム操作開始
（異常洪水時防災操作）

愛媛県土木部

台風の接近・上陸に伴う洪水を対象とした、重信川指定河川管理区間沿川における
松山市の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（防災行動計画）（案）

水系名：重信川
河川名：石手川

※時間経過は基本方針の湯渡地点計画高水決定洪水ハイドログラフを参考。 ※このタイムラインは、行動の目安であり、災害の規模や被害状況等により、前後、または、変更する場合がある。

避難対象地区へ警戒レベル４ 避難指示発令

○地下街、要配慮者施設等への情報伝達

○避難所追加開設

○防災無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○施設（水門・排水機場等）の点検・ 操作確認
○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保
○協力機関等の体制確認

水位到達情報（氾濫発生情報）
【警戒レベル５相当情報】

水防警報（出動）

水位到達情報（氾濫警戒情報）
【警戒レベル３相当情報】

○予測最大放流増加の通知
○ダム操作に関する重要情報
○特別巡視（出動）
○CCTVによる監視強化
○河川水位情報等の把握・通知
○水門、樋門、排水機場等の操作
○必要に応じ助言

○流入量ピーク
○ホットライン

○災害対策機械の派遣

○洪水警戒体制の通知
○放流開始の通知
○特別巡視（準備）
○応援体制の確認・要請

水防本部準備配置

水防本部設置
（非常配置）

◇台風に関する愛媛県気象情報（随時）

【非常体制】

○被害状況の把握（ヘリコプター等による
 迅速な状況把握）

○被害状況・調査結果等の公表
○建設業協会及び建産連への応援要請

愛媛県中予地方局建設部

水位観測の実施報告

水防体制

○ホットライン

○ホットライン

ダム警戒体制（大雨・洪水注報発表）

水位警戒体制（さらに水位上昇）

○緊急時のダム操作に
関する事前通知

【設置判断基準】
①大雨、洪水、津波に係る警 報発表
②河川の水位が水防団待機水位に到達
③大雨又は洪水注意報が発表され、かつ
河川水位が水防団待機水位到達見込み

【設置判断基準】
①水防警報河川で水防警報（出動）が発表
②高潮警報が発表
③その他、洪水等で甚大被害発生が予想
※災害対策本部との関係
・災害警戒本部が設置されたときに は、水防
本部は災害警戒本部と連携し水防体制をとる。

・災害対策本部が設置されたとき水防組織は、
そのまま災害対策本部の一部に吸収され活
動。

水位到達情報（氾濫危険情報）
【警戒レベル４相当情報】

○消防団への待機指
示

計画高水位到達
湯渡水位観測所（水位７．１m）

避難対象地区へ警戒レベル５ 緊急安全確保発令

○防災無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○避難所開設

○ホットライン

○防災行政無線・登録制メール等よる注意喚起

○消防団等への出動指示

○消防団への準備指示

◇洪水警報の危険度分布
（石手川警戒）

【警戒レベル３相当情報】

○テレビ、ラジオ、インターネット等
による気象警報等の確認

○避難の準備（高齢者等）

○テレビ、インターネット、携帯メール
等による大雨や河川の状況を確認

○ハザードマップ等による避難所・
避難ルートの確認

○災害・避難カードの確認

○防災グッズの準備

○住民相互の声掛け
による避難

災害対策本部（第２次配備）設置

R7.5.20現在
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洪水警戒体制解除の情報

防災操作（洪水調節）終了の情報

異常洪水時防災操作終了の情報

-8h

-6h

-3h

重信川における松山市の避難勧告の発令等に着目したタイムライン（石手川ダム異常洪水時対応）（案）【愛媛県・松山市版】

ダム 河川

住民等松山市気象・水象
ダムの情報

松山河川国道事務所 愛媛県土木部 愛媛県中予地方局建設部

警
戒
の
段
階

1

2

3

4

◇大雨警報・洪水警報発表
【警戒レベル３相当情報】

○台風に関する地方気象台説明
会

◇大雨特別警報発表
【警戒レベル５相当情報】

◇台風に関する愛媛県気象情報
（随時）

◇大雨注意報・洪水注意報発
表
【警戒レベル２情報】

○台風に関する気象庁記者会見

◇台風予報（全般台風情報、経路
図）

◇洪水警報の危険度分布
（石手川警戒）

【警戒レベル３相当情報】

○ホットライン（松山地方気象台）

○ダム流入量ピーク

溝辺町内での越水の可能性

○流下量300m3/s超過

-72h

-48h

-24h

-
0h

-
1h

1h

-
2h

○施設（ダム・水門・排水機場等）の点
検・操作確認

○ホットライン
（洪水警報 石手川警戒）
○リエゾンの派遣

【注意体
制】

【警戒体
制】

【非常体制】

○TEC-FORCEの活動

○被害状況・調査結果等の公表

○特別巡視（準備）

○ダムの流下予測

○サイレン、スピーカー、放流表示装
置による周知、巡視

緊急復旧、堤防調査委員会設置

○ホットライン（氾濫危険水位到達）

○ホットライン
（異常洪水時防災操作の可能性）

○災害対策用資機材・復旧資機材等の
確保

○リエゾン体制の確認
○協力機関の体制確認

○ダム事前放流の指示・確認

○応援体制の確認・要請
（防災エキスパート等）

○施設（水門・排水機場等）の点検・ 操作確認
○災害対策用資機材・復旧資機材等の確保
○協力機関等の体制確認

【設置判断基準】
①大雨、洪水、津波に係る警報発表
②河川の水位が水防団待機水位に到達
③大雨又は洪水注意報が発表され、かつ
河川水位が水防団待機水位到達見込み

○洪水警戒体制の通知
○放流開始の通知

ダム警戒体制（大雨・洪水注意報発表）
水位警戒体制（さらに水位上昇）

災害警戒本部設置

○職員配備 ○雨量、河川情報等の収集

時系列に関わらず、
予想される災害の規模や被害状況等により災害
対策本部（第１、第２、第３次配備）設置

○警戒体制の確認等

○避難所施設管理者・開設要員への事前連絡

○避難所開設

○消防団への待機指示

○臨時休校等の文教対策の実施

○消防団等への注意喚起 ○臨時休校等の文教対策の検討

○水防資器材の準備

○県など関係機関との連絡調整
水防本部準備配置

水位観測の実施報
告

○テレビ、ラジオ、インターネッ
ト等による気象警報等の確
認

○テレビ、インターネット、携帯
メール等による大雨や河川
の状況を確認

○避難の準備（高齢者等）

○ハザードマップ等による避
難所・避難ルートの確認

○災害・避難カードの確認

○防災、感染症対策グッズの
準備

【設置判断基準】
①水防警報河川で水防警報（出動）が発表
②高潮警報が発表
③その他、洪水等で甚大被害発生が予想

○予測最大放流増加の通知
○ダム操作に関する重要情報
○特別巡視（出動）○CCTVによる監視強化
○河川水位情報等の把握・通知
○水門、樋門、排水機場等の操作
○必要に応じ助言

※災害対策本部との関係
・災害警戒本部が設置されたときには、水

防本部は災害警戒本部と連携し水防体
制をとる。

・災害対策本部が設置されたとき水防組
織は、そのまま災害対策本部の一部に
吸収され活動。

○水害対策

○消防署員・消防団等による河川巡視

○10分ごとに河川水位、雨量、降水短時間予報を確認

○地下街、要配慮者施設等への情報伝達

災害対策本部設置（第1次配備）設置

○県など関係機関との連絡調整

○防災行政無線、登録制メール等による情報の伝達

○消防団への準備指示

○県・自衛隊など関係機関や団体への支援要請や連絡調整

○避難所追加開設

○防災行政無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○地下街、要配慮者施設等に情報伝達

○避難者への食料・物資等の支援

○地下街、要配慮者施設等への情報伝達
○防災行政無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○災害対策機械の派遣要請

○防災行政無線、緊急速報メール等による情報の伝達

○被害状況の把握（ヘリコプター等による
 迅速な状況把握）

○ホットライン
（氾濫危険水位到達）

○防災無線、登録制メール
等による高齢者等避難の
受信

○防災無線、緊急速報
メール等による避難指
示の受信

○防災無線、緊急速報
メール等による緊急安
全確保の受信

全員避難開始

水防団待機水位到達
湯渡水位観測所（水位４．０m）

氾濫注意水位（レベル２）到達
湯渡水位観測所（水位４．９ｍ）

宅地への浸水発生

洪水警戒体制の通知

○特別巡視（出動）
○CCTVによる監視強化
○水門、樋門、排水機場等の操作

○災害対策機械の派遣

○被害状況の把握 （ヘリコプター等
による迅速な状況把握）

命を守る最善の行動避難対象地区へ警戒レベル５ 緊急安全確保発令

命を守る最善の行動
さらに被害拡大の可能性

避難解除

水防警報（出動）

水位到達情報（氾濫発生情報）
【警戒レベル５相当情報】

異常洪水時防災操作
開始通知

避難対象地区へ警戒レベル３高齢者等避難発令 高齢者等避難開始

防災操作（洪水調節開始）の情報

○特別巡視（準備）
○応援体制の確認・要請

○ホットライン
（防災操作（洪水調節）の可能性）
（異常洪水時防災操作の可能性）

異常洪水時防災操作移行
概ね1時間前通知

流下開始（事前放流）の通知

水防本部設置（非常配置） 水防体制

○ホットライン
（防災操作（洪水調節開始））

避難判断水位（レベル３）到達
湯渡水位観測所（水位５．３m）

計画高水位到達
湯渡水位観測所（水位７．１m）

○消防団への出動指示

○必要に応じ、助言の要請○広報車両・人員の手配

○防災行政無線・登録制メール等による注意喚起

○被害情報の収集・分析・予測（解析）

異常洪水時防災操作移行
概ね3時間前通知

○サイレン、スピーカー、放流表示装置
による周知、巡視

氾濫の発生

氾濫の拡大

避難対象地区へ警戒レベル４避難指示発令

○ホットライン
（避難判断水位到達の可能性）

○ダム流下量ピーク

流下開始の通
知

○ホットライン
（異常洪水時防災操作開始）

○被害状況・調査結果等の公表
○建設業協会及び建産連への応援要請

○ホットライン
（台風進路・予測雨量等に基づき
既往最大実績流入量を超過する
恐れ）

◇洪水警報の危険度分布
（石手川非常に危険）

【警戒レベル４相当情報】

水防警報（待機・準備）

氾濫危険水位（レベル４）到達
湯渡水位観測所（水位６．１m）

水位到達情報（氾濫警戒情報）
【警戒レベル３相当情報】

水位到達情報（氾濫危険情報）
【警戒レベル４相当情報】

５

水系名：重信川
河川名：石手川

※気象・水象情報に関する発表等のタイミングについては、地域・事象によって、異なります。
※このタイムラインは、行動の目安であり、災害の規模や被害状況等により、前後、または、変更する場合があります。

青字：雨量予測に基づく防災行動のため前後する可能性がある情報。：石手川ダムからの通知・情報

○災害対策機械の派遣要請

災害対策本部設置（第2次配備）設置

○住民相互の声掛け
による避難

R7.5.20現在
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-7h

-5h

-24h

ダ
ム

気
象

・
水

象
ダ
ム
の

情
報

◇
大
雨
警
報
・
洪
水
警
報
発
表

【
警
戒
レ
ベ
ル
３
相
当
情
報

】

○
台
風
に
関
す
る
地
方
気
象
台
説
明
会

-72h

-48h

◇
大
雨
特
別
警
報
発
表

【
警
戒
レ
ベ
ル
５
相
当
情
報

】

-2h

※
気
象
・
水
象
情
報
に
関
す
る
発
表

等
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
地

域
・
事
象
に
よ
っ
て
、
異
な
り
ま
す
。

◇
台
風
に
関
す
る
愛
媛
県
気
象
情
報
（
随
時
）

◇
大
雨
注
意
報
・
洪
水
注
意
報
発
表

【
警
戒
レ
ベ
ル
２
情
報

】

○
台
風
に
関
す
る
気
象
庁
記
者
会
見

◇
台
風
予
報
（
全
般
台
風
情
報
、
経
路
図
）

◇
洪
水
警
報
の
危
険
度
分
布

（
重
信
川

警
戒
）

【
警
戒
レ
ベ
ル
３
相
当
情
報

】

○
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
松
山
地
方
気
象
台
）

○
施
設
（
ダ
ム
・
水
門
・
排
水
機
場
等
）
の

点
検
・
操
作
確
認

○
災
害
対
策
機
械
の
派
遣

○
災
害
対
策
用
資
機
材
・
復
旧
資
機
材
等

の
確
保

【
注
意
体
制

】

【
警
戒
体
制
】

【
非

常
体

制
】

○
被
害
状
況
の
把
握

（
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

等
に
よ
る
迅
速
な
状
況
把
握
）

○
TEC-FO

RCEの
活
動

○
被
害
状
況
・
調
査
結
果
等
の
公
表

松
山

河
川

国
道

事
務

所

河
川

○
ダ
ム
流
入
量
ピ
ー
ク

○
特
別
巡
視
（
準
備
）

○
ダ
ム
の
流
下
予
測

流
下
開
始
（
事
前
放
流
）
の
通
知

-0h

○
流
下
量

300m
3/s超

過

緊
急
復
旧
、
堤
防
調
査
委
員
会
設
置

住
民

等

○
テ
レ
ビ
、
ラ
ジ
オ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に
よ

る
気
象
警
報
等
の
確
認

○
避
難
の
準
備
（
高
齢
者
等
）

○
テ
レ
ビ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
携
帯
メ
ー
ル

等
に
よ
る
大
雨
や
河
川
の
状
況
を
確
認

○
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
に
よ
る
避
難
所
・
避
難

ル
ー
ト
の
確
認

○
災
害
・
避
難
カ
ー
ド
の
確
認

○
防
災
、
感
染
症
対
策
グ
ッ
ズ
の
準
備

○
防
災
無
線
、
登
録
制
メ
ー
ル
等
に

よ
る
高
齢
者
等
避
難
の
受
信

○
自
宅
保
全

○
「
逃
げ
な
き
ゃ
コ
ー
ル
」
の
実
施
（
大

切
な
人
に
、
早
め
の
行
動
の
呼
び
か

け
）

重
信

川
に
お
け
る
松

前
町
の

避
難
勧

告
の
発

令
等
に
着

目
し
た
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
（石

手
川

ダ
ム
異

常
洪

水
時
対

応
）（案

）
【
松

前
町

版
】

○
緊
急
速
報
メ
ー
ル

○
緊
急
速
報
メ
ー
ル

○
防
災
行
政
無
線
・
登
録
制
メ
ー
ル
等
に
よ
る
情
報
の
伝
達

○
地
階
を
有
す
る
施
設
、
要
配
慮
者
施
設
等
へ
の
情
報
伝
達

○
県
・
自
衛
隊
な
ど
関
係
機
関
や
団
体
へ
の
支
援
要
請
や
連
絡
調
整

○
職
員
配
備

○
雨
量
、
河
川
情
報
等
の
収
集

○
水
防
資
機
材
の
準
備

○
避
難
所
開
設
準
備

○
消
防
団
へ
の
出
動
指
示

○
防
災
行
政
無
線
・
登
録
制
メ
ー
ル
等
に
よ
る
注
意
喚
起

○
広
報
車
両
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人
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の
手
配
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避
難
所
開
設

松
前

町

災
害
対
策
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部
設
置

○
消
防
団
等
へ
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注
意
喚
起
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警
戒
体
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確
認
等
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臨
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休
校
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文
教
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検
討
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消
防
団
へ
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待
機
指
示
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係
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絡
調
整

○
水
害
対
策
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消
防
団
へ
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待
機
指
示

○
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害
情
報
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収
集
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分
析
・
予
測
（
解
析
）

○
消
防
署
員
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消
防
団
等
に
よ
る
河
川
巡
視

○
10

分
ご
と
に
河
川
水
位
、
雨
量
、
降
水
短
時
間
予
報
を
確
認

○
必
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応
じ
、
助
言
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要
請

○
防
災
行
政
無
線
・
登
録
制
メ
ー
ル
等
に
よ
る
情
報
の
伝
達

○
地
階
を
有
す
る
施
設
、
要
配
慮
者
施
設
等
へ
の
情
報
伝
達

○
県
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

○
防
災
行
政
無
線
・
登
録
制
メ
ー
ル
等
に
よ
る
情
報
の
伝
達

○
地
階
を
有
す
る
施
設
、
要
配
慮
者
施
設
等
へ
の
情
報
伝
達

○
避
難
者
へ
の
食
料
・
物
資
等
の
支
援

○
防
災
行
政
無
線
・
登
録
制
メ
ー
ル
等
に
よ
る
情
報
の
伝
達

○
地
階
を
有
す
る
施
設
、
要
配
慮
者
施
設
等
へ
の
情
報
伝
達

○
災
害
対
策
機
械
の
派
遣
要
請

○
避
難
所
追
加
開
設

水
防
団
待
機
水
位
到
達

出
合
水
位
観
測
所
（
水
位
２
．
０

m
）

氾
濫
注
意
水
位

（
レ
ベ
ル
２
）
到
達

出
合
水
位
観
測
所
（
水
位
３
．
０
ｍ
）

避
難
判
断
水
位

（
レ
ベ
ル
３
）
到
達

出
合
水
位
観
測
所
（
水
位
４
．
６

m
）

避
難
対
象
地
区
へ

警
戒
レ
ベ

ル
３

高
齢
者
等
避
難
発
令

高
齢
者
等
避
難
開
始

全
員
避
難
開
始

異
常
洪
水
時
防
災
操
作

開
始
通
知

宅
地
へ
の
浸
水
発
生

計
画
高
水
位
到
達

出
合
水
位
観
測
所
（
水
位

5.94m
）

-1h
氾
濫
危
険
水
位

（
レ
ベ
ル
４
）
到
達
又
は

氾
濫
す
る
可
能
性
の
あ
る
水
位

(6.69m
)

到
達
を
２
時
間
先
ま
で
に
予
測

出
合
水
位
観
測
所
（
水
位
５
．
１

m
）

○
リ
エ
ゾ
ン
の
派
遣

異
常
洪
水
時
防
災
操
作
移
行

概
ね

1
時
間
前
通
知

氾
濫

の
発
生

命
を
守
る
最
善
の

行
動

水
防
警
報
（
待
機
・
準
備
）

避
難
対
象
地
区
へ

警
戒
レ
ベ

ル
４
避
難
指
示
発
令

避
難
対
象
地
区
へ

警
戒
レ
ベ

ル
５
緊
急
安
全
確
保
発
令

5h

異
常
洪
水
時
防
災
操
作
移
行

概
ね

3
時
間
前
通
知

洪
水
予
報
（
氾
濫
発
生
情
報
）

【
警
戒
レ
ベ
ル
５
相
当
情
報

】

4h 2h

避
難
解
除

○
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
氾
濫
危
険
水
位
到
達
）

○
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
防

災
操

作
（
洪

水
調

節
開

始
）
）

○
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

の
可

能
性

）

○
サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
放
流
表

示
装
置
に
よ
る
周
知
、
巡
視

○
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

の
可

能
性

）

○
応
援
体
制
の
確
認
・
要
請

（
防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
等
）

洪
水
予
報
（
氾
濫
注
意
情
報
）

【
警
戒
レ
ベ
ル
２
相
当
情
報

】

水
防

警
報

（
出
動
）

○
特
別
巡
視
（
出
動
）

○
C

C
T
V
に
よ
る
監
視
強
化

○
水
門
、
樋
門
、
排
水
機
場
等
の
操
作

○
漏
水
重
点
監
視

○
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
避

難
判

断
水

位
到

達
の

可
能

性
）

○
漏
水
・
浸
食
情
報
提
供

○
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
防

災
操

作
（
洪

水
調

節
）
の

可
能

性
）

○
防
災
行
政
無
線
・
登
録
制
メ
ー
ル
等
に
よ
る
情
報
の
伝
達

○
ダ
ム
放
流
量
ピ
ー
ク

○
臨
時
休
校
等
の
文
教
対
策
の
実
施

○
防
災
無
線
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
等

に
よ
る
緊
急
安
全
確
保

の
受
信

○
防
災
無
線
、
緊
急
速
報
メ
ー
ル
等

に
よ
る
避
難
指
示
の
受
信

◇
洪
水
警
報
の
危
険
度
分
布

（
重
信
川

非
常
に
危
険
）

【
警
戒
レ
ベ
ル
４
相
当
情
報

】

○
サ
イ
レ
ン
、
ス
ピ
ー
カ
ー
、
放
流
表

示
装
置
に
よ
る
周
知
、
巡
視

○
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

（
異

常
洪

水
時

防
災

操
作

開
始

）

○
リ
エ
ゾ
ン
体
制
の
確
認

○
協
力
機
関
の
体
制
確
認

○
ダ
ム
事
前
放
流
の
指
示
・
確
認

○
予

測
雨

量
の

増
加

洪
水

警
戒

体
制

の
通

知

流
下
開
始
の
通
知

防
災
操
作
（
洪
水
調
節
開
始
）
の
情
報

○
防
災
行
政
無
線
・
登
録
制
メ
ー
ル
等
に
よ
る
情
報
の
伝
達

○
防
災
行
政
無
線
・
登
録
制
メ
ー
ル
等
に
よ
る
情
報
の
伝
達

○
防
災
無
線
、
登
録
制
メ
ー
ル
等
に

よ
る
緊
急
安
全
確
保

の
受
信

○
防
災
無
線
、
登
録
制
メ
ー
ル
等
に

よ
る
緊
急
安
全
確
保

の
受
信

○
防
災
無
線
、
登
録
制
メ
ー
ル
等
に

よ
る
緊
急
安
全
確
保

の
受
信

警戒の段階12345

洪
水
予
報
（
氾
濫
危
険
情
報
）

【
警
戒
レ
ベ
ル
４
相
当
情
報

】

洪
水
予
報
（
氾
濫
警
戒
情
報
）

【
警
戒
レ
ベ
ル
３
相
当
情
報

】

水
系

名
：
重

信
川

河
川

名
：
重

信
川

洪
水
警
戒
体
制
解
除
の
情
報

異
常
洪
水
時
防
災
操
作
終
了
の
情
報

防
災
操
作
（
洪
水
調
節
）
終
了
の
情
報

※
気
象
・
水
象
情
報
に
関
す
る
発
表
等
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
地
域
・
事
象
に
よ
っ
て
、
異
な
り
ま
す
。

※
こ
の
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
は
、
行
動
の
目
安
で
あ
り
、
災
害
の
規
模
や
被
害
状
況
等
に
よ
り
、
前
後
、
ま
た
は
、
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

青
字
：
雨
量
予
測
に
基
づ
く
防
災
行
動
の
た
め
前
後
す
る
可
能
性
が
あ
る
情
報
。

：
石
手
川
ダ
ム
か
ら
の
通
知
・
情
報

R7.5.20現
在



１．関係機関との情報共有体制の確認

２．水害対応タイムラインの確認

３．流域タイムライン作成とWeb会議ツール活用について

４．流域治水に関する取組について

５．流域治水対策等の主な支援事業集（令和７年４月更新）

６．水害リスク情報の活用促進について

確認及び周知項目
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１．関係機関との情報共有体制の確認

２．水害対応タイムラインの確認

３．流域タイムライン作成とWeb会議ツール活用について

４．流域治水に関する取組について

５．流域治水対策等の主な支援事業集（令和７年４月更新）

６．水害リスク情報の活用促進について

確認及び周知項目
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○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したこと等を踏まえ、重信川水系においても以下の取り組みを一層推進していくものとし、
更に大臣管理区間においては、戦後最大の平成13年6月洪水に対し、2℃上昇時の降雨量の増加を考慮した雨量1.1倍となる規模の洪水を安全に流下させるとともに、多自然
川づくりを推進します。あわせて、迅速かつ適切な情報収集・提供体制を構築し、ホットラインを含めた確実な避難行動に資する情報発信などの取り組みを実施し「逃げ遅
れゼロ」を目指します。

※流域治水プロジェクト2.0で新たに追加した対策については、今後、 河川整備計画変更の過程でより具体的な内容を検討する。

Ｎ

重信川

石手川
小
野
川

拝
志
川

井
内
川表川

※本対策箇所は主要箇所のみ記載しています。

重
信
川

：市町村界
：流域界
：直轄区間
：浸水範囲
（計画規模）

：河川対策
：直轄砂防区域

凡例

松山市
雨水貯留施設等・排水施設の整備【下水】、排水機場の耐水化等【下水】、
民間事業者や住民による流出抑制対策への支援【下水】

堤防漏水対策

堤防漏水対策

堤防漏水対策

土砂災害対策

土砂災害対策

森林整備、治山対策等
【森林】

石手川ダム

AI等を活用したダム運用の高度化

横谷調整池
事前放流

銚子ダム
事前放流

佐古ダム

愛媛県

河道掘削、護岸整備、砂防施設の整備、森林整備・治山対策等【森林】

森林整備センター

森林整備【森林】

不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説

・簡易型河川監視カメラ・危機管理型水位計の設置
・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討
・水害リスク空白域の解消
・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保 等

大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動
立地適正化計画の推進【都市】

・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討
・地域住民に切迫感が伝わる情報提供方法の検討
・水災害教育の実施
・水防団との共同点検等の実施
・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・排水活動の強化
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組
・松山逃げ遅れゼロプロジェクトの推進 等

堤防漏水対策

局所洗掘対策

松前町
雨水貯留施設等・排水施設の整備

大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動

・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討
・地域住民に切迫感が伝わる情報提供方法の検討
・水災害教育の実施
・水防団との共同点検等の実施
・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・排水活動の強化
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組 等

伊予市
排水機場の設備更新【下水】

大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動
立地適正化計画の推進【都市】

・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討
・地域住民に切迫感が伝わる情報提供方法の検討
・水災害教育の実施
・水防団との共同点検等の実施
・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・排水活動の強化
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組 等

砥部町
排水施設の整備

大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動

・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討
・地域住民に切迫感が伝わる情報提供方法の検討
・水災害教育の実施
・水防団との共同点検等の実施
・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・排水活動の強化
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組 等

河道掘削・護岸整備
（御坂川）

東温市
雨水貯留施設等の整備
民間事業者や住民による流出抑制対策への支援【下水】

大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動

・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討
・地域住民に切迫感が伝わる情報提供方法の検討
・水災害教育の実施
・水防団との共同点検等の実施
・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・排水活動の強化
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組 等

重信川水系流域治水プロジェクト【位置図】
～足立重信の築いた伊予の暮らしと産業を守る流域治水対策～

事前放流

四国森林管理局

森林整備、治山対策等【森林】

松山市
まつやまし

伊予市
い   よ   し

松前町
まさきちょう

砥部町
と   べ  ちょう

東温市
とうおんし

■氾濫をできるだけ防ぐ・減らすための対策
・堤防漏水対策、更なる局所洗掘対策・河道掘削、護岸整備
・雨水貯留施設等、排水施設の整備【下水】
・排水機場の耐水化等【下水】
・利水ダム等４ダムにおける事前放流の実施、
体制構築（関係者：国、愛媛県、道後平野土地改良区、ほか）

・砂防施設の整備 ・森林整備、治山対策等【森林】
・民間事業者や住民による流出抑制対策への支援【下水】 等

■被害の軽減、早期復旧・復興のための対策
・簡易型河川監視カメラ
・危機管理型水位計の設置
・想定最大規模等に対応したタイムラインの作成、訓練等
・近隣市町との広域避難に関する調整及び避難経路の検討
・水害リスク空白域の解消
・地域住民に切迫感が伝わる情報提供方法の検討
・水災害教育の実施
・水防団との共同点検等の実施
・要配慮利用施設における避難確保計画の作成促進と避難の実効性確保
・排水活動の強化
・ハザードマップの周知および住民の水害リスクに対する理解促進の取組 等
・AI等を活用したダム運用の高度化（DX）
・洪水予測の高度化
・河川管理施設の無動力化（DX)
・デジタル技術を活用した災害リスクの可視化（DX)
・三次元河川管内図の活用（DX)
・マイタイムラインの作成支援（松山逃げ遅れゼロプロジェクトの推進 等）
・大規模土砂災害（河道閉塞等）の対応を関係機関等と連携して実施

■被害対象を減少させるための対策
・大規模工場等への浸水リスクの説明と水害対策等の啓発活動
・不動産関係業界と連携した水害リスクに関する情報の解説
・立地適正化計画の推進【都市】

河道掘削・局所洗堀対策

河道掘削・護岸整備
（内川）

内川 堤防漏水対策

黄色ハッチ赤字は新規追加した取組み

事前放流

R6.3更新（2.0策定）
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１．関係機関との情報共有体制の確認

２．水害対応タイムラインの確認

３．流域タイムライン作成とWeb会議ツール活用について

４．流域治水に関する取組について

５．流域治水対策等の主な支援事業集（令和７年４月更新）

６．水害リスク情報の活用促進について

確認及び周知項目

21



流域治水施策等の主な支援事業集（令和７年４月更新）

流域治水施策等の主な支援事事業は国土交通本省のHPに掲載されている。
https://www.mlit.go.jp/river/kasen/suisin/renkei001.html
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１．関係機関との情報共有体制の確認

２．水害対応タイムラインの確認

３．流域タイムライン作成とWeb会議ツール活用について

４．流域治水に関する取組について

５．流域治水対策等の主な支援事業集（令和７年４月更新）

６．水害リスク情報の活用促進について

確認及び周知項目
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01
02

05

水害リスク情報には
どんなものがあるの？

C O N T E N T S

はじめに

　近年、気候変動の影響による水災害が激甚化・頻発化する中、住民の迅速
かつ円滑な避難に加え、水害リスクを踏まえたまちづくりや住まい方の工
夫、企業の立地選択、学校施設等の浸水対策など、平時からあらゆる関係者
が主体的に減災行動をとることが重要となっています。
　国土交通省では、これまで、洪水ハザードマップのもととなる洪水浸水
想定区域図をはじめとして、様々な水害リスク情報を公表してきました。
　水害リスク情報には、最悪の事態を想定して命を守るという考え方で避
難計画の検討や避難行動の判断を行う場合に有効な洪水浸水想定区域図
の他、複数の降雨規模ごとの浸水範囲と浸水深を示した「多段階浸水想定
図」や、それらを重ね合わせて、浸水範囲と浸水頻度の関係を図示した「水
害リスクマップ」があります。これらは、水害リスクを踏まえたまちづくり
や住まい方の工夫、企業の立地選択、学校施設等の浸水対策等において有
効な情報です。
　また、堤防決壊時の地点毎・時間毎の浸水域や浸水深をcm単位で知るこ
とができる「浸水ナビ」、過去に川が流れていた場所（旧河道）などの土地の
成り立ちを知ることができる「治水地形分類図」や土地の標高を示した「色
別標高図」などがあり、こうした情報を活用することで、その場所の潜在的
な危険性を把握することができます。
　本資料は、知りたい場所の水害リスクを把握するために手がかりになる
水害リスク情報をまとめたものです。水害リスク情報を活用し、水害リス
クを自分事化するとともに、自らの主体的な減災行動につなげるための参
考として下さい。
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……………………………………4

………………………………9

…………………………………………7

……………13

…………………………14

………………………15

水害リスク情報を知る・使う

氾濫時に家屋の流出や倒壊の
おそれのある危険箇所を知ろう！

立退き避難が必要？
「家屋倒壊等氾濫想定区域」

避難生活には「浸水継続時間」
を考慮することが不可欠！

水害リスク情報を使おう！

……………………8浸水継続時間や土地の成り立ち
を把握し、水害の危険を知ろう！

水害に配慮したまちづくり計画への活用
学校施設の水害対策への活用
企業の水害対策への活用
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……………………15企業の洪水リスク評価・対策の促進c o l u m n  7
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5

01 水害リスク情報にはどんなも のがあるの？

浸水の頻度を知る

多段階浸水想定図は、比較的発生頻度
の高い降雨規模も含め複数の降雨規模
毎に想定される浸水範囲と浸水深を示
した図です。また、水害リスクマップは、
それらを重ね合わせて浸水範囲と浸水
頻度の関係を示した図です。中小規模の
洪水などの浸水しやすい場所を知るこ
とができます。

地点別・時間別浸水想定区域図・浸水深（浸水ナビ）
より詳しい浸水情報を知る3

1

2

4

浸水ナビでは、地点別の破堤後の浸水シミュレーショングラフや浸水
域のアニメーションを確認できます。また、河川名で想定破堤点を検
索することができるとともに、特定の地点・住所・地名から該当地点
等に影響を与える想定破堤点を検索することができます。

破堤30分後 破堤1時間後 破堤2時間後

破堤3時間後 破堤6時間後 破堤最大

浸水ナビ

治水地形分類図／色別標高図
地形や土地の成り立ちから水害リスクを知る

治水地形分類図は、旧河道、湿地、微高地（自然堤防）などの土
地の成り立ちを確認することができます。また、色別標高図は、
標高の変化を色別に確認することができます。これらを浸水想
定区域図や浸水継続時間などと合わせて確認することで、相
対的かつ潜在的な水害の危険性を知ることができます。

治水地形分類図

詳しくはP8へ▶

地理院地図
（治水地形分類図）
（色別標高図）

色
別
標
高
図

洪水浸水想定区域図は、想定し得る最大規模
の降雨により浸水が想定される区域及び浸
水深を示したハザードマップの基となる図で
す。また、洪水浸水想定区域図では、氾濫流
や河岸侵食によって家屋倒壊等のおそれが
ある家屋倒壊等氾濫想定区域や浸水継続時
間を知ることができます。

洪水浸水想定区域図

水害リスクマップ／多段階浸水想定図

（浸水深・浸水継続時間・家屋倒壊等氾濫想定区域）

浸水の範囲と深さを知る
詳しくはP６へ▶

避難計画に まちづくりに 企業、学校の水害対策に

避難計画に まちづくりに

まちづくりに 住まい方の工夫に

住まい方の工夫に

まちづくりに 住まい方の工夫に

住まい方の工夫に

水害リスクマップ
多段階浸水想定図

ハザードマップポータルサイト
洪水浸水想定区域図
浸水深・浸水継続時間
家屋倒壊等氾濫想定区域（ ）

ハザードマップポータルサイト

国土交通省入手先

浸水ナビ

水害リスクマップ 

国土交通省

入手先

国土交通省

入手先

地理院地図

国土地理院入手先

避難計画に 企業、学校の水害対策に

企業、学校の水害対策に

企業、学校の水害対策に
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7

「洪水浸水想定区域」と「家屋倒壊等氾濫想定区域」

○洪水時の円滑かつ迅速な避難
○浸水防止策の検討洪水浸水想定区域

　洪水浸水想定区域とは、想定される最大規模降雨により洪水が発生し、氾濫した場合に浸水が想定される区域と予想される水
深を示したものです。

家屋倒壊等氾濫想定区域

　家屋倒壊等氾濫想定区域とは、洪水時に家屋の流出や倒
壊のおそれがある範囲を示したものです。

○洪水時の避難が可能な区域の選定
○屋内における安全確保の判断

令和2年7月には、熊本県で発生した線状降水帯の影響で球磨川などが氾濫し甚大な被害をもたらしました。その時の浸水した
区域を見ると浸水想定区域（想定最大規模）に包含されており、洪水浸水想定区域図を活用した水害対策の重要性が確認され
ました。

　家屋倒壊等氾濫想定区域に該当する地域は、氾濫した際に家が流出・倒壊する恐れがあります。この区域にお住
まいの方は、その場所から立退いて避難を行うかどうかの目安となりますので、非常に重要な情報になります。
　家屋倒壊等氾濫想定区域は流速と水深で計算されており、下のグラフの赤い部分がその区域になります。水深が
浅くても流速が早い場合は、家屋倒壊等氾濫想定区域に設定されることがあります。なお、家屋倒壊等氾濫想定区
域には氾濫流と河岸侵食の2種類があり、それぞれ設定に応じて推算されています。

①氾濫流
河川堤防の決壊または洪水
氾濫流により木造家屋の倒
壊がある区域を推算

一般的な木造家屋（２階建てでのベタ基礎
構造の家屋）について、水深と流速から倒壊
や滑動をもたらすような氾濫流が発生する
おそれのある区域を推算しています。

c o l u m n  1

立退き避難が必要？「家屋倒壊等氾濫想定区域」
「家屋倒壊等氾濫想定区域」をより理解できる！

堤防決壊で木造家屋が倒壊

一般的な木造家屋の倒壊等に係る流速・水深の関係
②河岸侵食
洪水時、家屋の基礎を支える地盤が流出す
るような河岸侵食により、木造・非木造の家
屋倒壊のおそれがある区域を推算

河岸侵食で家屋が倒壊

？

家
屋
倒
壊
等

氾
濫
想
定
区
域

国土交通省及び都道府県では、想定し得る最大規模の降雨により河川が氾濫した場合に浸水が想
また、洪水浸水想定区域図では、氾濫時に家屋の流出や倒壊等のおそれがある範囲を「家屋倒壊

定される区域などを示した「洪水浸水想定区域図」を公表しています。
等氾濫想定区域」として示しており、早期の立退き避難などに活用することができます。

02 氾濫時に家屋の流出や倒壊の おそれのある危険箇所を知ろう！

ハザードマップポータルサイト

ハザードマップポータルサイト

国土交通省入手先

住所もしくは現在地を検索することで、
浸水深や水害の発生のおそれがある
時にとるべき行動を確認できます。

球磨村

人吉市

※第1回令和2年7月球磨川豪雨検証委員会説明資料より引用

R2．７浸水区域

相良村役場

球磨地域振興局

浸水区域と浸水想定区域図（想定最大規模：Ｌ２）重ね合わせ

人吉市役所

令和2年7月豪雨  の浸水区域（実績）と浸水想定区域図（想定最大規模）を重ね合わせたもの

※洪水痕跡調査などにより浸水区域・浸水深を推定しています。
※本資料の数値は「速報値」であり、今後変更の可能性がある。
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区域を見ると浸水想定区域（想定最大規模）に包含されており、洪水浸水想定区域図を活用した水害対策の重要性が確認され
ました。

　家屋倒壊等氾濫想定区域に該当する地域は、氾濫した際に家が流出・倒壊する恐れがあります。この区域にお住
まいの方は、その場所から立退いて避難を行うかどうかの目安となりますので、非常に重要な情報になります。
　家屋倒壊等氾濫想定区域は流速と水深で計算されており、下のグラフの赤い部分がその区域になります。水深が
浅くても流速が早い場合は、家屋倒壊等氾濫想定区域に設定されることがあります。なお、家屋倒壊等氾濫想定区
域には氾濫流と河岸侵食の2種類があり、それぞれ設定に応じて推算されています。

①氾濫流
河川堤防の決壊または洪水
氾濫流により木造家屋の倒
壊がある区域を推算

一般的な木造家屋（２階建てでのベタ基礎
構造の家屋）について、水深と流速から倒壊
や滑動をもたらすような氾濫流が発生する
おそれのある区域を推算しています。

c o l u m n  1

立退き避難が必要？「家屋倒壊等氾濫想定区域」
「家屋倒壊等氾濫想定区域」をより理解できる！

堤防決壊で木造家屋が倒壊

一般的な木造家屋の倒壊等に係る流速・水深の関係
②河岸侵食
洪水時、家屋の基礎を支える地盤が流出す
るような河岸侵食により、木造・非木造の家
屋倒壊のおそれがある区域を推算

河岸侵食で家屋が倒壊

？

家
屋
倒
壊
等

氾
濫
想
定
区
域

国土交通省及び都道府県では、想定し得る最大規模の降雨により河川が氾濫した場合に浸水が想
また、洪水浸水想定区域図では、氾濫時に家屋の流出や倒壊等のおそれがある範囲を「家屋倒壊

定される区域などを示した「洪水浸水想定区域図」を公表しています。
等氾濫想定区域」として示しており、早期の立退き避難などに活用することができます。

02 氾濫時に家屋の流出や倒壊の  おそれのある危険箇所を知ろう！

ハザードマップポータルサイト

ハザードマップポータルサイト

国土交通省入手先

住所もしくは現在地を検索することで、
浸水深や水害の発生のおそれがある
時にとるべき行動を確認できます。

球磨村

人吉市

※第1回令和2年7月球磨川豪雨検証委員会説明資料より引用

R2．７浸水区域

相良村役場

球磨地域振興局

浸水区域と浸水想定区域図（想定最大規模：Ｌ２）重ね合わせ

人吉市役所

令和2年7月豪雨  の浸水区域（実績）と浸水想定区域図（想定最大規模）を重ね合わせたもの

※洪水痕跡調査などにより浸水区域・浸水深を推定しています。
※本資料の数値は「速報値」であり、今後変更の可能性がある。
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「浸水継続時間」「色別標高図」「治水地形分類図」

c o l u m n  2

避難生活には「浸水継続時間」を考慮することが不可欠！
「浸水継続時間」をより理解できる！

○避難の備え
○防災まちづくり、企業立地選択などへの活用

浸水継続時間

浸水継続時間とは、想定最大規模の降雨により想定される
浸水の継続時間（床上浸水（50cm以上）するおそれのある場
合）を色分けしたものです。
　浸水時には停電や上下水道等の機能停止が生じるため、長
時間そのような環境で生活することは困難です。
　この図を活用することで浸水した場合の避難やまちづくり、
住まい方の工夫、企業BCPなどに役立てることができます。

治水地形分類図

〇潜在的な水害の危険性の把握
治水地形分類図では、旧河道、湿地、微高地（自然堤防）、
干拓地など、土地の成り立ちを確認することができます。

浸水想定区域図や浸水継
続時間と合わせて、治水地
形分類図を確認すると、浸
水深や浸水継続時間だけで
は把握できない潜在的な水
害の危険性を把握すること
ができます。

色別標高図

○相対的な水害の危険性の把握
色別標高図とは、標高の変化を段階的に色分け

し、視覚的に表現したものです。
　標高に応じて色分けしているので、広い範囲の起
伏を理解するのに適しているほか、低地の細かい
標高の変化も分かります。
　標高図を浸水想定区域や浸水継続時間と合わせ
て確認することで、潜在的な水害の危険性を確認
することができます。

水害の潜在的な危険性を把握するための情報として、浸水した際に想定される浸水の継続時間を色分け
土地の成り立ちが分かる「治水地形分類図」があります。

した「浸水継続時間」や、広い範囲の標高が色別で瞬時に分かる「色別標高図」、旧河道や湿地などの

03浸水継続時間や土地の成り立ち を把握し、水害の危険を知ろう！

在宅避難の課題

浸水継続時間が長い地域に
お住まいの方で自宅の上階で
避難生活をする場合は、浸水
継続時間が避難生活の時間の
目安となりますので平時から
の備えが必要です。

断水･停電が発生!!
洪水や浸水による

？ 浸水継続時間
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「浸水継続時間」「色別標高図」「治水地形分類図」

c o l u m n  2

避難生活には「浸水継続時間」を考慮することが不可欠！
「浸水継続時間」をより理解できる！

○避難の備え
○防災まちづくり、企業立地選択などへの活用

浸水継続時間

浸水継続時間とは、想定最大規模の降雨により想定される
浸水の継続時間（床上浸水（50cm以上）するおそれのある場
合）を色分けしたものです。
　浸水時には停電や上下水道等の機能停止が生じるため、長
時間そのような環境で生活することは困難です。
この図を活用することで浸水した場合の避難やまちづくり、
住まい方の工夫、企業BCPなどに役立てることができます。

治水地形分類図

〇潜在的な水害の危険性の把握
　治水地形分類図では、旧河道、湿地、微高地（自然堤防）、
干拓地など、土地の成り立ちを確認することができます。

　浸水想定区域図や浸水継
続時間と合わせて、治水地
形分類図を確認すると、浸
水深や浸水継続時間だけで
は把握できない潜在的な水
害の危険性を把握すること
ができます。

色別標高図

○相対的な水害の危険性の把握
色別標高図とは、標高の変化を段階的に色分け

し、視覚的に表現したものです。
標高に応じて色分けしているので、広い範囲の起

伏を理解するのに適しているほか、低地の細かい
標高の変化も分かります。
標高図を浸水想定区域や浸水継続時間と合わせ

て確認することで、潜在的な水害の危険性を確認
することができます。

水害の潜在的な危険性を把握するための情報として、浸水した際に想定される浸水の継続時間を色分け
土地の成り立ちが分かる「治水地形分類図」があります。

した「浸水継続時間」や、広い範囲の標高が色別で瞬時に分かる「色別標高図」、旧河道や湿地などの

03浸水継続時間や土地の成り立ち を把握し、水害の危険を知ろう！

在宅避難の課題

　浸水継続時間が長い地域に
お住まいの方で自宅の上階で
避難生活をする場合は、浸水
継続時間が避難生活の時間の
目安となりますので平時から
の備えが必要です。

断水･停電が発生!!
洪水や浸水による

？ 浸水継続時間
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表す情報 浸水範囲、浸水深 （ｍ）

避難行動

想定される最大規模の降雨

現在

洪水浸水想定区域図

洪水浸水想定区域図と水害リスクマップの特徴

主な用途

降雨条件

河道の時点

※洪水浸水想定区域図はハザードマップの基図です。

04「水害リスクマップ」を使って、水害の起こりやすさを知ろう！

　水害リスクマップは、降雨の浸水頻度ごとの浸水範囲を示したもので、当該地域の水害の起こりやすさ
を一目で認識でき、中小規模の洪水でも比較的浸水しやすい場所が把握できます。
　洪水浸水想定区域図と水害リスクマップの両方を上手に活用することで、より地域の水害リスクを適
切に判断し、立地適正化計画、業務継続計画（BCP）等の計画に活用していただくことが望まれます。

浸水頻度が分かる！身近な水害をカバーしている水害リスクマップ

水害リスクマップを活用しよう！

水害リスクマップ（浸水頻度図）

確率規模を考えるとき、分かりやすい例として「100年に1回程度の降雨量」というものが
あります。これは100年ごとに1回発生する周期的な降雨ではなく、1年間に発生する確率
が1/100（1.0%）程度の降雨量になります。毎年の発生確率は小さいですが、規模の大き
な降雨量であることを示しています。サイコロを6回振れば、「1」が複数回出る場合がある
ことと同じで、100年の間にその規模を超える降雨量が複数回発生することもあり、また
連続して発生することもあります。10年に一度（1/10）や30年に一度（1/30）のように
確率を重ねて、その頻度の高さを示すことで水害リスクマップは作られています。

浸水頻度とはc o l u m  3

　水害リスクマップでは、複数の降雨規模ごとに作成した浸水想定図（多段階浸水想定図）をもとに、以下
の3つの浸水状況のパターンについて、浸水頻度ごとの浸水範囲を示しています。

水害リスクマップから読み取れる情報

1回目

2回目

1/100の
降雨量も

連続して発生する
こともある！

※水害リスクマップの基となる多段階浸水想定図で
浸水深を確認することができます。

【洪水浸水想定区域図】
（想定最大規模） 浸水深３m以上（2階床下まで浸水相当以上）

【水害リスクマップ】

①浸水が想定される範囲
（浸水深さ0cm以上）

③1階が水没すると想定される範囲
（浸水深さ300cm以上）

②床上浸水が想定される範囲
（浸水深さ50cm以上） 

●住まい方の工夫に利用
水害リスクの高いエリアへの居住を避けたり、居住スペースを高床化したり、
１階をピロティ構造にするなどの活用が考えられます。

●水災害リスクを踏まえたまちづくりなどに利用
立地適正化計画における防災指針の検討・作成への活用などが考えられます。

●企業立地選択等に利用
浸水頻度の高い場所への施設の立地を避けるほか、浸水頻度を踏まえ
事業継続に必要な資機材を２階以上に移動する、
止水壁を設置するといった対策の検討に活用することが考えられます。

浸水範囲、浸水頻度 

まちづくり、企業立地選択等

発生頻度の異なる降雨

現在及び河川整備後

両方を
上手に活用
しよう！
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表す情報 浸水範囲、浸水深 （ｍ）

避難行動

想定される最大規模の降雨

現在

洪水浸水想定区域図

洪水浸水想定区域図と水害リスクマップの特徴

主な用途

降雨条件

河道の時点

※洪水浸水想定区域図はハザードマップの基図です。

04「水害リスクマップ」を使って、水害の起こりやすさを知ろう！

水害リスクマップは、降雨の浸水頻度ごとの浸水範囲を示したもので、当該地域の水害の起こりやすさ
を一目で認識でき、中小規模の洪水でも比較的浸水しやすい場所が把握できます。
　洪水浸水想定区域図と水害リスクマップの両方を上手に活用することで、より地域の水害リスクを適
切に判断し、立地適正化計画、業務継続計画（BCP）等の計画に活用していただくことが望まれます。

浸水頻度が分かる！身近な水害をカバーしている水害リスクマップ

水害リスクマップを活用しよう！

水害リスクマップ（浸水頻度図）

確率規模を考えるとき、分かりやすい例として「100年に1回程度の降雨量」というものが
あります。これは100年ごとに1回発生する周期的な降雨ではなく、1年間に発生する確率
が1/100（1.0%）程度の降雨量になります。毎年の発生確率は小さいですが、規模の大き
な降雨量であることを示しています。サイコロを6回振れば、「1」が複数回出る場合がある
ことと同じで、100年の間にその規模を超える降雨量が複数回発生することもあり、また
連続して発生することもあります。10年に一度（1/10）や30年に一度（1/30）のように
確率を重ねて、その頻度の高さを示すことで水害リスクマップは作られています。

浸水頻度とはc o l u m  3

　水害リスクマップでは、複数の降雨規模ごとに作成した浸水想定図（多段階浸水想定図）をもとに、以下
の3つの浸水状況のパターンについて、浸水頻度ごとの浸水範囲を示しています。

水害リスクマップから読み取れる情報

1回目

2回目

1/100の
降雨量も

連続して発生する
こともある！

※水害リスクマップの基となる多段階浸水想定図で
　浸水深を確認することができます。

【洪水浸水想定区域図】
（想定最大規模） 浸水深３m以上（2階床下まで浸水相当以上）

【水害リスクマップ】

①浸水が想定される範囲
（浸水深さ0cm以上）

③1階が水没すると想定される範囲
（浸水深さ300cm以上）

②床上浸水が想定される範囲
（浸水深さ50cm以上） 

●住まい方の工夫に利用
水害リスクの高いエリアへの居住を避けたり、居住スペースを高床化したり、
１階をピロティ構造にするなどの活用が考えられます。

●水災害リスクを踏まえたまちづくりなどに利用
立地適正化計画における防災指針の検討・作成への活用などが考えられます。

●企業立地選択等に利用
浸水頻度の高い場所への施設の立地を避けるほか、浸水頻度を踏まえ
事業継続に必要な資機材を２階以上に移動する、
止水壁を設置するといった対策の検討に活用することが考えられます。

浸水範囲、浸水頻度 

まちづくり、企業立地選択等

発生頻度の異なる降雨

現在及び河川整備後

両方を
上手に活用
しよう！
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・浸水想定区域図（洪水、内水、高潮、津波）
・土砂災害警戒区域

水害リスク情報と都市の情報
（人口、要配慮者利用施設、避難所）
等を重ね合わせ分析します。

例１）浸水深、浸水継続時間が大きい箇所に
高齢世帯が多い

例２）消防署、警察署、ライフラインの事務所等が
浸水想定区域内にある。

・水害リスクマップ、多段階浸水想定図

05 水害リスク情報を使おう！

ハザードマップや洪水浸水想定区域図等は、想定される最大規模の洪水から命を守るための避難計画に活
用することができる一方で、水害リスクマップや多段階浸水想定図は、より高頻度の洪水も含めたリスク情報と
なっているため、浸水対策や立地選択の検討への活用が有効です。
　こうした情報は、まちづくりにおいて、立地適正化計画における防災指針の検討への活用が考えられます。
　また、企業や学校施設における水害対策においては、浸水頻度を踏まえて事業継続に必要な資機材を2階以
上に移動したり、止水壁を設置するといった対策の検討への活用に加え、浸水頻度の高い場所への立地を避け
るなどの対策も考えられます。
　居住地を検討する際にも浸水頻度が高い場所を避けたり、浸水防止板設置等の対策の検討や居住スペース
を高床化するなど、建築構造の検討に活用することができます。

水害リスクを考慮した対策の検討

費用対効果も含めた対策検討

企業の水害対策
対策例

事業継続計画
（BCP）
浸水対策
立地選択 

対策例

浸水対策
・かさ上げ
・高床化
・ピロティ化
居住地の選択

水害リスクを踏まえた住まい方の検討

住まい方の工夫

費用対効果も含めた対策検討

学校施設の水害対策
対策例

浸水対策
・かさ上げ
・高床化
・ピロティ化

❶水害リスク情報等の収集整理

❷水害リスクの分析、防災・減災まちづくりに向けた課題抽出

❸取組の方針と
具体的な取組の検討

立地適正化計画区域
居住誘導区域

都市機能
誘導区域

地域公共交通

立地適正化計画区域
居住誘導区域

都市機能
誘導区域

地域公共交通

まちづくり
対策例

居住誘導区域の
検討への活用
（立地適正化計画）

浸水リスクを踏まえた計画の検討

文献名
水災害リスクを踏まえた防災まちづくりガイドライン

参考資料

国土交通省
入手先

c o l u m n  4

防災・減災まちづくりを推進するためには、水害リスクを収集整理し、
それを分析しながら具体的な取り組みを検討することが重要です。

水害に配慮したまちづくり計画への活用

①浸水深、浸水継続時間
②家屋倒壊が想定される範囲
③複合的なリスクが想定される範囲

①中高頻度の浸水リスク
②河川整備進展後の将来的な浸水リスク

課題を抽出

災害時に被害が発生しないようにする取組
立地規制や建築規制、危険区域からの移転促進等

リスクの回避

防災・減災対策による被害を軽減させる取組
水害リスクの周知や避難計画等の充実、
河川や下水道等の整備

リスクの低減

家屋倒壊等氾濫想定区域と計画規模で浸水深さ1m以上の
範囲を居住誘導区域から原則除外しています。

【郡山市の事例】
浸水想定区域と家屋倒壊等氾濫想定 居住誘導区域

35



12
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ボックスウォール 止水板 浸水防止シャッター 止水壁

重要書類
ラック高上げ

キャスター付き
ラック

製品高上げ
ラック

室外機
高所設置 受電設備高上げ

c o l u m n  5

学校施設での水害対策を推進するため、高頻度の洪水による
浸水リスクなども含めた水害リスク情報を活用した水害対策
の考え方が取りまとめられています。その一部をご紹介します。

学校施設の水害対策への活用

想定最大規模の降雨による浸水想定に加えて、より発生頻度が高い浸水にも着目して、学校の位置と水害
リスク情報を重ね合わせることで、対策の優先度や規模の参考とすることができます。

【学校のハザード情報の整理事例】

文献名
水害リスクを踏まえた学校施設の
水害対策の推進のための手引

参考資料

文部科学省HP入手先

想定最大規模の浸水想定のみに着目すると大きな浸水深が対象となり、緊急時の安全確保以外の有効な
浸水対策が難しいという結論に至るおそれがあります。より発生頻度が高く浸水深は浅い浸水の発生に
も着目した上で、施設の重要度や浸水時の影響等に応じた多段階の対策目標を設定し、対策規模を検討
します。

【学校施設の水害対策の事例】

受変電設備のかさ上げ 止水板の設置（給食室への浸水を防ぐ） ピロティによる高床化

c o l u m n  6

災害等が発生した際に、事業の継続、または短期間で復旧させる
ための方針、体制、手順をまとめた事業継続計画（BCP）の作成
が、被害を最小限に抑えるために重要です。
水害に関しては、地震等の突発的に発生するものと比べ、発災ま
でに時間的猶予があるため初動対応等により被害軽減が期待で
きます。水害リスク情報を参考にご検討ください。

企業の水害対策への活用

c o l u m n  7

企業が気候変動のリスク・機会を認識し経営戦略に織り込むことは、ESG
投融資※を行う機関投資家・金融機関が重視しており、TCFDの報告書に
おいても、その重要性が言及されています。国土交通省では、企業の取組
を支援するため、洪水リスク評価の手引きを公表しています。

企業の洪水リスク評価・対策の促進

企業の水害に対するハード対策の事例です。多段階浸水想定図をもとに想定される浸水深、浸水頻度を把
握し、施設の重要度に応じて浸水防止板やかさ上げの高さを設定することができます。

【企業の浸水対策の事例】

参考資料
文献名
建築物における電気設備の
浸水対策ガイドライン

国土交通省
入手先

内閣府防災HP
入手先

文献名
事業継続ガイドライン

文献名
TCFD提言における物理的リスク評価の手引き
～気候変動を踏まえた洪水による浸水リスク評価～

参考資料

国土交通省HP
入手先

※ESG投融資とは、環境（Environment）、
社会（Social）、ガバナンス（Governance）
の頭文字を合わせた言葉であるESGの取り
組みをしっかりと　評価して投資対象を選別
し、またESG課題への継続的な配慮を促す投
資、また環境等に配慮した経営を行っている
企業向けの融資のことです。

【事業継続計画 (BCP)】

学校A学校A
学校B学校B

学校C学校C

JICE水害対応版BCP作成のポイントより引用
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ボックスウォール 止水板 浸水防止シャッター 止水壁
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想定最大規模の降雨による浸水想定に加えて、より発生頻度が高い浸水にも着目して、学校の位置と水害
リスク情報を重ね合わせることで、対策の優先度や規模の参考とすることができます。

【学校のハザード情報の整理事例】
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水害リスクを踏まえた学校施設の
水害対策の推進のための手引
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文部科学省HP入手先
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浸水対策が難しいという結論に至るおそれがあります。より発生頻度が高く浸水深は浅い浸水の発生に
も着目した上で、施設の重要度や浸水時の影響等に応じた多段階の対策目標を設定し、対策規模を検討
します。

【学校施設の水害対策の事例】

受変電設備のかさ上げ 止水板の設置（給食室への浸水を防ぐ） ピロティによる高床化
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災害等が発生した際に、事業の継続、または短期間で復旧させる
ための方針、体制、手順をまとめた事業継続計画（BCP）の作成
が、被害を最小限に抑えるために重要です。
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投融資※を行う機関投資家・金融機関が重視しており、TCFDの報告書に
おいても、その重要性が言及されています。国土交通省では、企業の取組
を支援するため、洪水リスク評価の手引きを公表しています。

企業の洪水リスク評価・対策の促進

企業の水害に対するハード対策の事例です。多段階浸水想定図をもとに想定される浸水深、浸水頻度を把
握し、施設の重要度に応じて浸水防止板やかさ上げの高さを設定することができます。
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し、またESG課題への継続的な配慮を促す投
資、また環境等に配慮した経営を行っている
企業向けの融資のことです。

【事業継続計画 (BCP)】
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JICE水害対応版BCP作成のポイントより引用
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さまざまな
水害リスク情報
浸水リスクを考慮し
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国土交通省水管理・国土保全局
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参考：水害リスクマップ等の活用に向け参考となる資料

・水害リスクマップ解説動画
Youtube MLITチャンネルに公開

https://youtube.com/watch?v=d90TT-U5lGo&si=BmOeAm-B0SwsXQju 40

https://youtube.com/watch?v=d90TT-U5lGo&si=BmOeAm-B0SwsXQju



